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令
和
５
年
度 

歩
く
べ
あ
き
た
表
彰
式

３月14日の表彰式

　

仲
間
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
歩

数
を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
、｢

歩
く
べ
あ
き
た｣

の
令
和
５
年

度
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
働
く
世
代
を
対
象
に

118
チ
ー
ム
477
人
が
参
加
し
、
１
日
８
千
歩
以
上
歩
く
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
28
チ
ー
ム
が
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
！

　

今
回
の
表
彰
式
で
は
、
１
位
〜
５

位
の
チ
ー
ム
に
表
彰
状
と
副
賞
、

８
千
歩
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
賞
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

｢

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
存
在
が
あ
っ

た
か
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た｣｢

歩

く
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た｣

｢

健
康
診
断
の
数
値
が
改
善
し
た｣

と

い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
５
月
下
旬
か
ら
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
今
後
の
広
報
あ
き
た
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
日
頃
運
動
不
足

を
感
じ
て
い
る
か
た
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

問
い
合
わ
せ
▼

保
健
予
防
課

☎(

８
８
３)

１
１
７
８

１
位
▼

チ
ー
ム
Ｏ
Ｔ
Ｋ　

２
位
▼

ベ
ビ
ー
ス
タ
ー　

３
位
▼

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｒ 

Ｘ　

４
位
▼

チ
ー
ム
ふ
ら
ふ
ら　

５
位
▼

ぶ
ど
う
ち
ゃ
ん

最終ランキング 仲
間
と
一
緒
に
歩
い
て

健
康
づ
く
り
♪

紺
綬
褒
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
19
日
の
伝
達
式
。
中
央
が
学
生
支
援

施
設｢

秋
田
あ
ら
や
小
町｣

の
三
宅
眞
理
子

代
表
、
右
が
穂
積
市
長
、
左
が
秋
田
公
立

美
術
大
学
の
北
郷 

悟
学
長

　

秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
の

卒
業
生
で
あ
る
三
宅
眞
理
子
さ
ん
よ

り｢

開
学
10
周
年
を
迎
え
、
芸
術
を
探

求
す
る
学
生
を
応
援
し
続
け
る
美
大

の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い｣

と
の
希

望
で
、
令
和
４
年
、
市
に
500
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
寄
付
に
よ
り
、
三
宅

さ
ん
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
３
月
19
日
に
市
役
所
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

企
画
調
整
課

☎(

８
８
８)

５
４
６
５

秋
田
市
へ
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
21
日
の
受
納
式
。
穂
積
市
長
の
右
が

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
建
築
士
事
務
所
協

会
中
央
支
部
の
佐
藤
幸
喜
支
部
長
、
同
支

部
の
小
南 

淳
専
務
理
事

　

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
建
築
士
事

務
所
協
会
中
央
支
部
か
ら
、
秋
田

市
の
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

５
万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
▼

福
祉
総
務
課

☎(

８
８
８)

５
６
５
７

＊
紺
綬
褒
章
＝
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄

付
し
た
か
た
に
授
与
さ
れ
る
褒
章

４月23日(火)まで久保田城御隅櫓の開館時間を延長
　千秋公園桜まつり期間の４月23日(火)まで、開館時間を19:00まで延長して
います(通常開館は9:00〜16:30)。春の訪れを感じるようになったこの機会
に、情緒あふれる夜桜と市内の夜景をお楽しみください。
観覧料▶150円(高校生以下無料) 問い合わせ▶佐竹史料館☎(863)0770
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※
印
＝
統
合
後
の
校
名
と
使
用
す
る
校
舎

令
和
４
年
４
月
１
日
統
合

▼

上
新
城
小･

飯
島
南
小(

※)

令
和
５
年
４
月
１
日
統
合

▼

秋
田
西
中(

※)･

豊
岩
中･

下
浜
中

▼

太
平
中･

城
東
中(

※)

令
和
６
年
４
月
１
日
統
合

▼

下
北
手
中･

城
東
中(

※)

令
和
７
年
４
月

▼

広
面
小(

※)･

太
平
小･

下
北
手
小

令
和
８
年
４
月

▼

土
崎
小･

土
崎
南
小(

２
校
の
歴
史

を
引
き
継
ぎ
、
校
名
は
新
生｢

土

崎
小｣

、
校
舎
は｢

土
崎
南
小｣)

▼

河
辺
小(

※)･

戸
島
小

小･

中
併
設
校
校
舎
が
完
成
す
る
年

度
の
翌
年
度
を
目
途
に
統
合

▼

築
山
小･

中
通
小(

秋
田
南
中
改
築

に
合
わ
せ
て
整
備
を
予
定
し
て
い

る
小･

中
併
設
校
校
舎)

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会(

第
１
段
階)

▼

南
部
地
域
…
令
和
７
年
度
の
児
童
生
徒

数
の
推
移
を
見
て
協
議
を
再
開
し
ま
す

▼

河
辺
地
域
…
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
見

な
が
ら
協
議
を
継
続
し
ま
す

学
校
統
合
検
討
委
員
会(

第
２
段
階)

　

当
該
校
の
関
係
者
で
統
合
の
可
否
を

検
討･

決
定
し
ま
す
。

▼

旭
北
小･

旭
南
小

▼

八
橋
小･

寺
内
小(

令
和
７
年
度
協
議
再

開
予
定)

▼

浜
田
小･

豊
岩
小･

下
浜
小

▼

飯
島
小･

下
新
城
小

▼

土
崎
中･

将
軍
野
中

▼

秋
田
北
中･

飯
島
中

学
校
統
合
準
備
委
員
会(

第
３
段
階)

　

統
合
に
向
け
、
具
体
的
な
準
備
を
行

い
ま
す
。

▼

広
面
小･

太
平
小･

下
北
手
小

▼

土
崎
小･

土
崎
南
小

▼

河
辺
小･

戸
島
小　
▼

築
山
小･

中
通
小

今
年
度
の
地
域
協
議
の
開
催
予
定

　

市
で
は
、
将
来
的
に
児
童
生
徒
の
数
が
減

少
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
好
な
教

育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
小･

中
学
校
の
よ
り
よ
い
あ
り
方(

学
校
適
正
配
置)

の
実
現
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。  

　

ま
た
、
統
合
が
決
ま
っ
た
学
校
に
つ
い
て

は
、
統
合
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
０
６
２
６

子どもたちにとって
良好な教育環境を！
問い合わせ▶学校適正配置推進室

☎(888)5812

統
合
が
予
定
さ
れ
て
い
る
学
校

統
合
が
決
定
し
た
学
校

　

こ
の
た
び
、｢
勝
平
得
之
版
画
版
木｣

を
秋
田
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
田
市
指
定
文

化
財
は
163
件
と
な
り
、
国･
県
指
定
を

合
わ
せ
る
と
本
市
の
指
定
文
化
財
は

300
件
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

文
化
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
６
０
７

花
四
題｢

春｣(

ツ
バ
キ)

版
木
全
面

花
四
題｢

春｣(

ツ
バ
キ)

版
画

　

勝
平
得
之
は
、
明
治
37
年
秋
田
市

鉄
砲
町(

現
在
の
大
町
六
丁
目)

で
生
ま

れ
、
独
学
で
版
画
を
学
び
、
色
鮮
や
か

な
独
自
の
多
色
摺ず

り

木
版
画
の
技
法
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
生
涯
に
わ
た
り
秋
田

の
風
景
や
風
俗
、
そ
こ
に
生
き
る
人
び

と
の
生
活
の
様
子
を
描
き
続
け
、
日
本

最
大
級
の
総
合
美
術
展
覧
会
の
帝
展
な

ど
、
い
わ
ゆ
る｢

官
展｣

に
お
い
て
数
多

く
の
入
選
を
果
た
し
、
国
内
外
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

勝
平
得
之
の
版
画
作
品
の
版
木
は
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も｢

官
展｣

に
入
選
し
、
中
央
で
一
定
の

評
価
を
得
た
作
品
の
版
木
が
今
回
文
化

財
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
勝
平
得

之
の
木
版
画
へ
の
思
い
、
技
術
の
粋す

い

が

集
約
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
地
で
の
入
念
な
観
察
、
ス
ケ
ッ
チ

を
も
と
に
制
作
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
に

生
き
る
人
び
と
を
中
心
に
当
時
の
町
並

み
や
農
村
、
伝
統
行
事
な
ど
が
精せ

い

緻ち

な

描
写
で
描
か
れ
、
作
品
と
し
て
だ
け
で

な
く
往
時
の
秋
田
の
風
俗
を
伝
え
る
貴

重
な
記
録
資
料
で
も
あ
り
、
本
版
木
群

は
、
郷
土
秋
田
を
描
い
た
木
版
画
家･

勝
平
得
之
の
業
績
な
ら
び
に
制
作
技
術

を
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

秋
田
市
指
定
文
化
財

令
和
５
年
度

員
数
▼

20
組　

年
代
▼

昭
和

種
別
▼

有
形
文
化
財(

歴
史
資
料)

勝
平
得と

く

之し

版
画
版
木

◆広報ID番号は、市ホームページ画面上でのページ検索の際に入力してください。


